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76543

に

し

の

つ
じ

大
阪
・
西
ノ
辻
遺
跡

所
在
地
　
　
　
一　
東
大
阪
市
西
石
切
町
三
丁
日
、
二
　
同
市
西
石
切
町

。
東
山
町

。
弥
生
町

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
八
三
年

（昭
５８
）
〓

一月
を

一
九
八
四
年
五
月
、

一
一　
一
九
九
二
年

（平
４
）
五
月
を

一
九
九
三
年

一
月

発
掘
機
関
　
　
⑫
東
大
阪
市
文
化
財
協
会

調
査
担
当
者
　
一　
福
永
信
雄

。
菅
原
章
太
、
二
　
池
崎
智
詞

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
秀
生
時
代
ｉ

一
七
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

西
ノ
辻
遺
跡
は
近
鉄
東
大
阪

線
新
石
切
駅
の
南
側
に
広
が
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
東
西
約
四
〇

〇
ｍ
、
南
北
約
六
〇
〇
ｍ
の
範

囲
と
さ
れ
る
。
生
駒
山
の
西
麓

に
広
が
る
扇
状
地
の
性
格
を
持

つ
低
位
段
丘
上

（微
高
地
）
標
高

一
二
ｍ
前
後
の
地
に
営
ま
れ
て

い
る
。
周
辺
に
は
隣
接
し
て
東

に
神
並

（縄
文
時
代
早
期
、
古
墳
時
代
中
ぞ
後
期
、
奈
良
時
代
）
、
西
に
鬼
虎
川

（弥

生
時
代
前
ｔ
中
期
）
、
南
に
鬼
塚
（縄
文
時
代
後
ぞ
晩
期
、
弥
生
時
代
前
ぞ
後
期
、
古
墳

時
代
前
期
ぞ
平
安
時
代
前
期
）、
北
に
植
附
（弥
生
時
代
前
ぞ
中
期
、
古
墳
時
代
中
ど
後

期
、
鎌
倉
時
代
）
の
各
遺
跡
が
所
在
す
る
。

現
在
知
ら
れ
て
い
る
本
遺
跡
の
本
格
的
な
開
始
時
期
は
弥
生
時
代
中
期
で
あ

る
。
鬼
虎
川
遺
跡
が
消
滅
す
る
弥
生
時
代
後
期
に
は
本
遺
跡
に
大
集
落
が
営
ま

れ
た
。
遺
跡
出
上
の
弥
生
土
器
は
早
く
小
林
行
雄
氏
に
よ
っ
て
西
ノ
辻
式
の
型

式
名
が
冠
さ
れ
、
中
期
末
と
後
期
の
標
式
上
器
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
最
近
の

調
査
の
結
果
、
古
墳
時
代
中

。
後
期
と
、
平
安
時
代
後
期
を
室
町
時
代

（中
世
）

の
集
落
も
営
ま
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
特
に
中
世
の
集
落
は
、
約
五
〇

〇
年
間
居
住
域
を
移
動
し
な
が
ら
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
営
ま
れ
て
い
る
。
調

査
で
出
上
し
た
膨
大
な
量
の
遺
物

（土
器
を
主
体
に
国
産
陶
器
・
中
国
製
磁
器
、
木

製
品
、
金
属
製
品
な
ど
）
と
合
わ
せ
、
山
麓
に
お
け
る
中
世
集
落
の
実
態
を
考
え

る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
遺
跡
と
な
っ
て
い
る
。

一　
第
九
次
調
査

調
査
地
点
は
、
遺
跡
推
定
範
囲
の
ほ
ぼ
中
央
北
よ
り
に
あ
た
る
。
調
査
の
結

果
、
弥
生
時
代
中
期
の
方
形
周
溝
墓
、
鎌
倉
時
代
の
井
戸

・
柱
穴

・
溝

・
木
棺

墓
と
各
時
期
の
多
量
の
遺
物
を
検
出
し
た
。
木
棺
墓
は
屋
敷
墓
と
考
え
ら
れ
、

頭
を
北
に
向
け
二
基
が
○

・
七
ｍ
の
間
隔
を
置
い
て
東
西
に
営
ま
れ
て
い
た
。

副
葬
品
の
上
師
器
皿
か
ら
み
て
、　
三
二
世
紀
後
半
の
造
営
で
あ
る
。
ま
た
調
査

地
の
北
端
で
東
西
に
流
れ
る
鎌
倉
時
代
の
河
川
も
検
出
し
た
。
こ
の
河
川
か
ら

(大阪東北部)



は
、
土
器
と
と
も
に
多
量
の
馬
な
ど
の
動
物
遺
存
体
が
遺
棄
さ
れ
た
状
態
で
出

上
し
て
い
る
。

木
簡
ω
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
五
か
ら
出
上
し
た
。
Ｓ
Ｅ
五
は
、
径
約

一
・
五
ｍ
、
深

さ
約
二

・
八
ｍ
、
平
面
形
が
不
整
円
形
を
呈
す
る
素
掘
り
の
井
戸
で
あ
る
。
共

伴
遺
物
に
は

一
三
世
紀
後
半
か
ら

一
四
世
紀
前
葉
に
属
す
る
瓦
器

（椀
・
足
釜
）、

土
師
器

（小
皿
・
中
皿
・
羽
釜
）
、
東
播
系
須
恵
器

（裡
鉢
）
な
ど
が
あ
る
。

刻
書
竹
製
品
②
ｉ
⑥
は
Ｓ
Ｅ
一
と
仮
称
し
た
径
約
○

・
九
ｍ
、
深
さ
二

・
七

ｍ
、
平
面
形
が
不
整
円
形
を
呈
す
る
素
掘
り
の
井
戸
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴
遺

物
に
は
、
　
三
二
世
紀
後
半
に
属
す
る
瓦
器

（椀
・
小
皿
。
足
釜
・
鉢
）
、　
土
師
器

（小
皿
。
大
皿
）
、
東
播
系
須
恵
器

（捏
鎌
）
、
中
国
製
磁
器

（白
磁
≧
同
磁
）
な
ど
が

あ
る
。
井
戸
は
本
来
素
掘
り
で
は
な
く
、
井
筒
が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、

明
ら
か
に
し
え
な
か
っ
た
。

一
一　
第
二
三
次
調
査

調
査
地
点
は
、
第
九
次
調
査
地
点
の
東
約

一
五
〇
ｍ
に
あ
た
る
。
調
査
の
結

果
、
弥
生
を
古
墳
時
代
、
古
墳
を
奈
良
時
代
、
奈
良
を
平
安
時
代
、
鎌
倉
を
室

町
時
代
の
四
時
期
の
遺
構
と
遺
物
を
確
認
し
た
。
こ
の
う
ち
弥
生
を
古
墳
時
代
、

古
墳
を
奈
良
時
代
、
奈
良
ｔ
平
安
時
代
の
遺
構
は
主
に
谷
筋
と
そ
れ
が
埋
ま
っ

て
い
く
過
程
で
作
ら
れ
た
遺
構
で
あ
る
。

鎌
倉
ぞ
室
町
時
代
の
遺
構
は
井
戸
五
基
、
土
坑
四
基
、
溝
状
遺
構

一
条
、
不

明
遺
構

一
基
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
木
簡
は
井
戸
四
か
ら

一
点
出
土

し
た
。
井
戸
四
は
直
径
○

・
七
ｍ
で
深
さ
は
検
出
面
か
ら
二
ｍ
以
上
を
測
る
。

円
形
の
プ
ラ
ン
を
呈
す
る
素
堀
り
の
も
の
で
あ
る
。
木
簡
は
井
戸
の
埋
土
中
層

か
ら

一
四
世
紀
の
瓦
器
や
土
師
器
の
上
器
類

・
包
丁
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
第
九
次
調
査

①

　

「
＜
蘇
口
回
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ卜賀
∞受
∞
ｏ駕

②
　
・

南
元
大
日
□

・

之
有
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（底
Ｗ
ａ
ｙ
∞
霞

③
　
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

入
０

赴

ｏ解

14)

□

６

じ

×
Ｇ

）
×
囀
　
Φ
鮨

⑤
　
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

大
∞Ｘ
中
露

⑪
は
上
端
を
圭
頭
状
に
つ
く
る
。
墨
痕
が
不
明
瞭
な
た
め
、
一
字
目
が

「蘇
」

と
判
読
さ
れ
る
以
外
は
不
詳
。
形
態
、
墨
書
か
ら
蘇
民
将
来
札
と
推
測
さ
れ
る
。

①
が
出
土
し
た
井
戸
か
ら
、
上
端
に
左
右
の
切
り
込
み
を
入
れ
た
木
札
が
も
う

一
点
検
出
さ
れ
た
が
、
墨
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

②
ｉ
⑤
は
、
筒
状
の
竹
を
割
い
た
も
の
に
浅
く
文
字
を
刻
ん
だ
刻
書
竹
製
品

で
あ
る
。
図
で
は
文
字
が
遺
存
し
て
い
る
部
位
の
み
を
摘
出
し
た
。
文
意
は
不

明
で
あ
る
。
上
端
、
下
端
と
も
に
欠
損
し
て
い
る
。

一
一　
第
三
三
次
調
査
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①

　

「
＜

蘇

民

将

来

×

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
露

Ｘ

卜
父

卜

ｏ
毬

呪
符
と
し
て
の
蘇
氏
将
来
札
で
あ
る
。
上
端
は
圭
頭
に
つ
く
り
、
左
右
に
切

り
込
み
を
入
れ
る
。
下
端
は
欠
損
。
文
字
の
磨
滅
が
甚
し
く
、
来
字
以
下
は
不

明
。な

お
、
西
ノ
辻
遺
跡
で
は
本
誌
に
既
報
告
分
を
含
め
る
と
、　
一
一
点
の
中
世

木
簡
が
出
土
し
て
い
る

翁
木
簡
研
究
』
七
・
八
）。　
全
て
井
戸
内
か
ら
検
出
さ
れ

た
も
の
で
、　
そ
の
う
ち
蘇
民
将
来
札
は
六
点
を
数
え
る

（
一
九
九
四
年
現
在
）。

西
ノ
辻
遺
跡
の
す
ぐ
北
に
隣
接
す
る
植
附
遺
跡
で
も
信
仰
関
係
の
木
札
や
呪
符

が
四
点
出
土
し
て
お
り

３
木
簡
研
究
』
一
五
）
、
興
味
深
く
思
わ
れ
る
。

西
ノ
辻
滝
跡
及
び
植
附
遺
跡
で
蘇
民
将
来
札
を
は
じ
め
と
す
る
呪
符
木
筒

が
頻
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
い
。

９
　
関
係
文
献

の
東
大
阪
市
文
化
財
協
会

『
甦
る
河
内
の
歴
史
』
（国
道
三
〇
八
号
線
関
係
遺
跡

発
掘
調
査
中
間
報
告
展
図
録
）
盆

九
八
四
年
）

菅
原
章
太

「大
阪
府
東
大
阪
市
西
ノ
辻
遺
跡
出
土

の
中
世
木
棺
墓
に

つ
い

て
」
翁
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
三
七
、　
一
九
八
四
年
）

働
東
大
阪
市
文
化
財
協
会

「東
大
阪
市
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査

一
覧

〔西
ノ

辻
遺
跡

。
第
３３
次
調
査
ど

（『東
大
阪
市
文
化
財
協
会
ニ
ュ
ー
ス
』
六
十
二
、
一
九
九

四
年
）

（階
文

。福
艤
締
雄
″
庭
章
剤
崎
智
詞
）

３

③

∩
側
酬
Ｎ
ＩＩＩ
キーー
判

⑭

ハ

‐４

＝

日

旧

Ｈ

出

Ｈ

出

日

日

―Ｉ

Ｈ

日

―Ｉ

Ч

４

０

-

10cm0                     5
l         l         l

第33次調査出土木簡第 9次調査出土木簡




